
賃金体系 開発・設計職 製品組立職
維持 年間回答額 月数 現行賃金水準 現行賃金水準

パナソニック　Ｇ労連 ○ 329,300

日立　Ｇ連合 ○ 1,580,832 5.28 309,500 285,000
東芝　Ｇ連合 ○ 311,200 296,200
全富士通労連 ○ 311,800

ＮＥＣ　Ｇ連合 ○ 320,500 283,400
三菱電機労連 ○ 1,591,000 5.67 310,500 280,600
シャープ　Ｇ労連 ○ 311,200 275,200

パナ電工労連 ○ 314,100 306,800
三洋　Ｇ連合 ○ 311,000 302,000
富士電機Ｇ連合 ○ 1,419,900 4.5 318,700 290,600

ＯＫＩ　Ｇ連合 ○ 1,377,600 4.2 300,100 302,000
パイオニア労連 ○ 1,401,500 4.0+0.1 284,490
安川　Ｇユニオン ○ 299,770 286,600

明電舎 ○ 1,211,308 3.7+0.3 319,690 278,470
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最
近
、
ペ
ッ
ト
の
虐

待
に
関
す
る
報
道
を

よ
く
耳
に
す
る
。
そ

の
時
に
「
動
物
愛
護

法
違
反
の
疑
い
で
捜
査
を
進
め
て

い
る
」
と
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
事
件

の
報
道
を
締
め
く
く
る
。
「
動
物

愛
護
法
」
正
式
に
は
「
動
物
の
愛

護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
と

い
う
▼
十
一
年
前
に
「
動
物
保
護
」

が
「
愛
護
」
と
名
称
変
更
し
、
動

物
を
傷
付
け
た
り
飼
育
放
棄
な
ど

の
罰
則
を
強
化
し
、
人
と
の
共
存

を
よ
り
明
確
に
し
た
法
律
に
変
わ
っ

た
。
「
愛
護
動
物
を
み
だ
り
に
殺

し
、
又
は
傷
つ
け
た
者
は
、
一
年

以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
す
る
」
と
厳
し
い
▼
他

に
も
、
餌
や
水
を
や
ら
ず
に
衰
弱

さ
せ
た
場
合
は
三
○
万
円
以
下
の

罰
金
。
対
象
と
な
る
動
物
は
、
鳥

類
や
爬
虫
類
に
ま
で
及
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
。
終
生
飼
養
＝
飼
っ
た
以

上
死
ぬ
ま
で
面
倒
を
み
る
義
務
が

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
▼
犬
の
場
合
、

面
倒
を
み
る
第
一
歩
は
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
。
犬
を
取
得
し
た

日
（
子
犬
の
場
合
は
生
後
九
○
を

経
過
し
た
日
）
か
ら
三
○
日
以
内

に
市
町
村
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
も
義
務
で
、
違
反
し
た
場
合

は
二
○
万
円
の
罰
金
▼
第
四
条
で

九
月
二
○
日
か
ら
二
六
日
ま
で
を

「
動
物
愛
護
週
間
」
と
定
め
て
い

る
が
、
こ
の
様
な
行
事
を
法
律
で

定
め
て
い
る
例
は
他
に
は
な
い
▼

子
供
を
五
○
日
間
放
置
し
た
母
親

の
判
決
が
出
た
が
、
動
物
愛
護
の

精
神
が
生
命
尊
重
に
つ
な
が
る
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
法
律
だ
。

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

さ
く
ら

ＯＫＩグループから
違法(派遣法)就労をなくそう

リストラで減員が続く職場は、代替として

派遣社員が増加。２月には群馬労働局から

ＯＫＩﾃﾞｰﾀ高崎の違法派遣に対する是正指

導が行われた。違法派遣をなくし、「派遣」

から「正規」になれるようにしましょう。花言葉：精神美

今
春
闘
に
あ
た
り
経
団
連
は
「
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
は
論
外
」
、
定
期
昇
給
の

「
延
期
・
凍
結
」
ま
で
言
及
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
定
期
昇
給
の
扱
い
が
最
大

の
焦
点
で
あ
る
か
の
よ
う
な
展
開
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
電
機
連
合
は

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
よ
る
賃
上
げ
を
見
送

り
、
定
期
昇
給
と
一
時
金
の
獲
得
が
要

求
に
な
り
ま
し
た
。

切
実
な
要
求
に
ど
れ
だ
け

応
え
ら
れ
た
か

Ｏ
Ｋ
Ｉ
ユ
ニ
オ
ン
は
「
昨
年
ま
で
の

諸
施
策
の
実
施
に
よ
り
痛
ん
だ
、
経
営

と
職
場
の
信
頼
関
係
を
修
復
さ
せ
る
」

と
し
て
会
社
に
迫
り
ま
し
た
。

会
社
側
は
「
経
済
環
境
や
厳
し
い
グ

ロ
ー
バ
ル
競
争
環
境
を
理
由
に
、
産
業

間
格
差
是
正
で
あ
る
加
算
給
基
準
額
ア
ッ

プ
を
拒
否
。
年
齢
別
最
賃
も
わ
ず
か
な

改
定
額
（
７
０
〜
５
０
０
円
）
。
一
時

金
は
電
機
各
社
が
満
額
回
答
が
目
立
つ

中
、
４
．
２
ヶ
月
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

日
本
社
会
の
土
台
を
掘
り
崩
し
て
い
る

非
正
規
社
員
の
正
社
員
化
や
処
遇
改
善

に
つ
い
て
は
、
ゼ
ロ
回
答
で
し
た
。

職
場
か
ら
は
「
一
時
金
よ
り
毎
月
の

給
料
を
１
０
０
０
円
で
も
い
い
か
ら
上

げ
て
も
ら
い
た
い
」
「
派
遣
は
賃
上
げ

ど
こ
ろ
か
、
仕
事
の
調
整
弁
で
年
度
末

で
契
約
解
除
。
安
心
し
て
働
け
る
職
場

が
ほ
し
い
」
「
賃
金
カ
ッ
ト
分
も
早
く

返
し
て
欲
し
い
」
な
ど
の
声
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

日
本
経
済
の
悪
循
環
を

断
ち
切
る
社
会
的
責
任
を

「
労
働
者
の
賃
金
は
１
９
９
７
年
と

比
べ
、
平
均
で
年
間
５
５
万
円
も
減
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
国
内
経
済
は
物

が
売
れ
ず
、
価
格
が
下
が
り
続
け
る
デ

フ
レ
か
ら
抜
け
出
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
悪

循
環
を
断
ち
切
る
鍵
が
賃
上
げ
に
よ
る

内
需
の
拡
大
と
三
人
に
一
人
と
い
わ
れ

る
非
正
規
社
員
の
正
社
員
化
と
待
遇
改

善
で
す
。
こ
の
こ
と
を
労
使
と
も
自
覚

し
、
社
会
的
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
く
ら
れ
た
赤
字
と
リ
ス
ト
ラ

電
機
大
手
８
社
は
１
２
年
３
月
期
決

算
で
、
大
幅
な
赤
字
を
計
上
し
た
。
理

由
は
「
世
界
的
な
需
要
の
低
迷
」
「
円

高
の
継
続
」
「
タ
イ
の
洪
水
被
害
」
を

上
げ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
大
幅
な
赤
字
に
は
か
ら
く

り
が
あ
る
。
本
業
の
儲
け
を
示
す
営
業

利
益
は
黒
字
な
が
ら
、
人
員
削
減
の

「
リ
ス
ト
ラ
費
用
」
な
ど
営
業
外
損
失

を
一
気
に
計
上
。
つ
く
ら
れ
た
赤
字
を

理
由
に
更
に
人
減
ら
し
に
踏
み
出
し
て

い
ま
す
。
企
業
側
の
狙
い
は
「
利
益
の

出
る
体
質
へ
の
転
換
」
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
人
減
ら
し
で
犠
牲
に
な
る
の
は

労
働
者
で
す
。
景
気
も
悪
く
な
り
、
国

民
の
所
得
が
減
れ
ば
、
日
本
経
済
は
立

ち
行
か
な
く
な
り
ま
す
。

１２年春闘 中闘組合回答内容一覧

12春闘 経営と職場の信頼関係を
修復させることができたのか

ソニーの期間社員に 春
解雇撤回・正社員で再就職へ会社と合意

震災を口実とした期間社員の雇い止め撤回を求め

ていたソニー労働組合仙台支部（電機連合加盟）

は、２８日会社と団交を行い、期間社員が再就職

で正規雇用に転換できるまで責任を持つことで合

意しました。松田隆明ソニー労組仙台支部委員長

は、「途中でたたかいをやめた人もソニーの責任

で再就職しており、事実上、震災雇い止めは撤回

させた。期間社員があきらめず、団結してたたか

い、多くの支援の輪が広がったおかげです」と強

調しています。

（写真）たたかいを続け雇用確保で

会社と合意したソニー労組の組合員たち
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労
働
者
犠
牲
の
会
社
提
案
と

従
業
員
が
ロ
ー
ム
社
通
報

【
ラ
ピ
ス
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
】

春
闘
交
渉
時
に
会
社
は
組
合
に

早
期
退
職
制
度
導
入
や
１
２
年
賃

金
改
訂
凍
結
・
残
業
割
増
率
改
悪

な
ど
の
構
造
改
革
の
申
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。
関
連
企
業
の
宮
崎
・

宮
城
工
場
で
も
同
様
の
申
入
れ
が

行
わ
れ
、
徹
底
的
に
人
員
削
減
を

行
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
Ｗ
Ｌ
ー
Ｃ
Ｓ
Ｐ
の
宮
崎
移

管
問
題
で
は
シ
ニ
ア
社
員
に
宮
崎

出
向
に
応
じ
な
い
時
は
契
約
更
新

し
な
い
と
指
名
解
雇
同
然
の
提
案

が
出
さ
れ
ま
し
た
が
対
象
と
な
っ

た
従
業
員
４
名
は
連
名
で
五
項
目

に
つ
い
て
親
会
社
ロ
ー
ム
社
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
に
通
報

し
内
容
の
精
査
・
是
正
を
求
め
ま

し
た
。

職
場
の
希
望

【
群
馬
・
富
岡
】

昨
年
は
、
節
電
対
応
で
夏
季
休

暇
を
分
散
し
て
取
り
ま
し
た
が
、

お
盆
に
合
わ
せ
て
休
め
た
部
署
が

あ
り
、
そ
の
部
署
に
は
好
評
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
各
部
署
か
ら
で
き

れ
ば
お
盆
に
休
み
た
い
と
の
声
が

あ
り
ま
す
。

協
力
企
業
と
休
み
が
噛
み
合
わ

な
い
の
で
、
対
応
に
大
変
な
部
署

も
あ
る
よ
う
で
す
。
お
盆
に
は
家

事
都
合
が
あ
り
、
年
休
取
得
が
混

み
合
い
ま
す
。
し
か
し
、
非
正
規

社
員
は
休
み
た
く
て
も
休
み
に
く

い
雰
囲
気
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で

す
。
夏
季
休
暇
に
お
盆
が
重
な
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

朝
会(

あ
さ
か
い)

ス
ピ
ー
チ

【
東
京
・
芝
浦
】

芝
浦
５
号
館
に
あ
る
７
０
名
程

度
の
通
信
シ
ス
テ
ム
の
職
場
で
す

が
、
毎
週
月
曜
日
の
朝
、
「
朝
会

（
あ
さ
か
い
）
」
と
称
す
る
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
、
全

体
的
な
連
絡
の
他
に
、
毎
週
１
人

ず
つ
、
交
代
で
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
フ
リ
ー
で

５
〜
１
０
分
程
度
で
す
が
、
現
場

で
経
験
し
た
こ
と
、
趣
味
、
自
己

紹
介
、
最
近
思
う
こ
と
な
ど
多
彩

な
内
容
で
す
。

職
場
は
、
様
々
な
分
野
・
職
場

を
経
験
し
て
き
た
人
が
多
く
、
ま

た
、
普
段
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
と
の
関

わ
り
で
外
出
し
が
ち
の
た
め
、
メ

ン
バ
ー
を
知
る
機
会
は
同
じ
チ
ー

ム
以
外
は
難
し
く
、
ス
ピ
ー
チ
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
き
っ

か
け
に
も
な
り
、
好
評
で
す
。
ス

ピ
ー
チ
の
最
後
は
、
皆
さ
ん
の
暖

か
い
拍
手
で
終
わ
り
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｐ
テ
ク
ノ

沖
電
気
の
完
全
子
会
社
に

【
埼
玉
本
庄
・
Ｊ
Ｉ
Ｐ
テ
ク
ノ
】

Ｊ
Ｉ
Ｐ
の
株
を
全
部
沖
電
気
が

買
い
取
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｐ
テ
ク
ノ
が
沖

の
完
全
子
会
社
に
な
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。
０
２
年
に
製
造
部
門

の
分
社
化
で
創
設
。
も
と
、
も
と

は
沖
電
気
の
職
場
。

賃
金
の
３
割
ダ
ウ
ン
や
労
働
日

数
の
増
加
な
ど
の
労
働
条
件
を
引

き
下
げ
、
生
計
主
体
者
で
は
な
い

人
は
準
社
員
と
し
て
、
月
〜
木
ま

で
の
短
時
間
勤
務
に
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
子
会
社
化
で
、
ど
う
変

わ
る
か
不
安
の
声
も
あ
り
ま
す
が
、

Ｏ
Ｋ
Ｉ
が
親
会
社
と
し
て
労
働
条

件
の
改
善
に
社
会
的
な
責
任
を
発

揮
し
て
欲
し
い
と
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

５
０
０
円
の
駐
車
料
金
が
Ｊ
Ｉ

Ｐ
シ
ニ
ア
社
員
は
２
５
０
０
円
に

な
っ
て
い
る
事
な
ど
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
と

の
格
差
解
消
が
急
が
れ
ま
す
。

派
遣
社
員
の
扱
い
に

胸
が
痛
む

【
埼
玉
・
本
庄
】

早
期
退
職
優
遇
制
度
に
よ
っ
て

正
規
社
員
が
退
職
し
た
職
場
は
派

遣
社
員
の
補
充
で
工
数
が
確
保
さ

れ
て
い
ま
す
。
情
報
機
器
製
造
の

通
信
シ
ス
テ
ム
工
場
の
主
力
は
派

遣
・
契
約
社
員
が
担
う
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

仕
事
の
増
減
に
よ
り
激
し
い
派

遣
社
員
の
増
減
が
あ
り
ま
す
。
今

日
あ
い
さ
つ
し
た
人
が
、
明
日
は

い
な
い
と
い
う
事
が
し
ば
し
ば
で

す
。
「
使
い
捨
て
・
不
安
定
雇
用
」

が
常
態
化
し
た
職
場
。
非
正
規
社

員
を
顧
み
な
い
労
働
組
合
の
姿
勢

で
は
、
組
合
の
社
会
的
責
任
放
棄

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

戦
争
の
風
化
は
い
け
な
い

【
東
京
・
芝
浦
】

亀
戸
か
ら
両
国
ま
で
散
策
し
た

が
、
蔵
前
通
り
に
あ
る
お
店
で
一

休
み
し
た
時
、
何
気
な
く
３
月
１

０
日
の
大
空
襲
の
話
に
な
り
、
店

の
お
ば
さ
ん
が
「
母
と
兄
弟
二
人

を
亡
く
し
ま
し
た
」
と
淡
々
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
横
網

町
公
園
に
あ
る
東
京
都
慰
霊
堂
の

中
に
東
京
大
空
襲
の
写
真
が
展
示

し
て
い
て
、
下
町
だ
け
で
な
く
品

川
、
八
王
子
の
空
襲
跡
も
展
示
し

て
い
ま
し
た
。

５
月
２
４
日
の
山
の
手
大
空
襲

で
は
沖
電
気
芝
浦
工
場
も
大
被
害

を
受
け
ま
し
た
が
、
工
場
付
近
の

住
民
の
方
が
消
化
に
駆
け
つ
け
た

が
、
帰
っ
て
み
た
ら
家
は
焼
け
落

ち
て
い
た
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、｢

戦
い
と
安
ら
ぎ

―
１

９
４
５
年
前
後
の
青
山
を
め
ぐ
っ

て
―｣

中
里

昭
子

著
に
は
、

勤
労
動
員
作
業
で
沖
電
気
の
芝
浦

工
場
に
通
っ
て
い
て
、
５
月
２
４

日
に
山
の
手
大
空
襲
に
遭
遇
し
工

場
も
焼
失
し
た
と
記
載
が
あ
り
ま

す
。
戦
争
を
風
化
さ
せ
て
は
い
け

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

沖
電
気
の
生
活
意
識

生
活
苦
し
い

が
７
０
％
超

ＯＫＩを考える

第５３回

電
機
懇
談
会
が
毎
年
実
施

し
て
い
る
調
査
に
よ
る
と
、

沖
電
気
の
生
活
意
識
は
「
苦

し
い
」
が
電
機
平
均
よ
り
高

い
。
厚
生
労
働
省
の
国
民
生

活
基
礎
調
査
・
１
０
年
比
べ

で
１
３
・
６
ポ
イ
ン
ト
も
高

い
。
賃
金
抑
制
が
続
き
家
計

も
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

平
均
年
収
の
改
善
を

２
０
１
１
年
３
月
期
〜
の

決
算
書
に
記
載
の
年
収
（
残

業
代
金
な
ど
も
含
む
）
で
も

電
機
各
社
と
格
差
が
あ
る
。

非
正
規
社
員
は
更
に
低
額
だ
。

普
通
に
生
活
で
き
る
賃
金

と
安
定
雇
用
が
沖
電
気
の
再

建
に
は
必
要
で
す
。

埼
玉
県
本
庄
市
の
誘
致
企
業
第

１
号
と
し
て
１
９
６
２
年
（
昭
和

３
７
年
）
５
月
、
６
０
０
形
電
話

機
の
量
産
工
場
と
し
て
、
世
界
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
電
話
機
専
門

工
場
を
目
指
し
て
創
業
開
始
。
柱

が
少
な
い
全
館
一
室
方
式
、
品
質

保
持
の
た
め
全
館
空
調
、
電
源
や

空
気
は
天
井
か
ら
な
ど
の
近
代
的

な
工
場
で
の
ス
タ
ー
ト
。

工
場
周
辺
は
畑
が
広
が
り
、
土

地
提
供
の
地
主
が
大
変
喜
ん
だ
と

聞
く
。
６
５
年
に
は
地
元
の
若
い

従
業
員
の
大
量
採
用
で
２
０
０
０

人
・
平
均
年
齢
２
１
歳
と
い
う
名

実
と
も
に
若
い
工
場
で
し
た
。
ワ

イ
ヤ
ー
ス
プ
リ
ン
グ
リ
レ
ー
・
可

搬
型
ク
ロ
ス
バ
ー
交
換
機
の
製
造

も
開
始
。
全
友
会
の
活
動
も
盛
ん

に
な
り
軟
式
野
球
は
高
松
宮
杯
全

国
大
会
で
も
優
勝
す
る
な
ど
活
躍
。

７
５
年
・
従
業
員
数
２
５
０
０

人
。
製
品
も
品
川
工
場
か
ら
ク
ロ

ス
バ
ー
交
換
機
の
全
機
種
が
製
造

移
管
さ
れ
、
Ｄ
１
０
形
電
子
交
換

機
の
グ
リ
ッ
ド
板
の
製
造
も
開
始
。

し
か
し
、
７
８
年
に
は
赤
字
を
理

由
に
沖
全
体
で
１
５
０
０
人
の
希

望
退
職
募
集
、
未
達
を
理
由
に
指

名
解
雇
の
強
行
、
本
庄
工
場
で
も

自
殺
者
も
出
る
な
ど
熾
烈
な
「
合

理
化
」
で
し
た
。
解
雇
者
は
撤
回

裁
判
を
８
７
年
ま
で
行
い
和
解
で

解
決
。

９
０
年
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
が

新
設
さ
れ
、
日
本
女
子
リ
ー
グ
に

昇
格
し
ま
し
た
が
、
９
９
年
に
経

営
危
機
を
理
由
に
廃
部
。
９
２
年

に
連
結
決
算
で
４
度
目
の
赤
字
に

陥
っ
て
か
ら
は
人
員
削
減
・
分
社

化
・
賃
金
抑
制
が
毎
年
の
よ
う
に

繰
り
返
さ
れ
た
。
効
な
く
２
０
１

１
年
ま
で
の
２
０
年
間
で
赤
字
決

算
が
１
０
度
。

今
、
本
庄
地
区
（
通
信
・
メ
カ

ト
ロ
）
の
正
社
員
数
は
約
５
０
０

人
弱
ま
で
減
り
、
生
産
の
増
減
は

低
賃
金
の
非
正
規
社
員
で
補
う
体

制
に
な
っ
て
い
る
。
賃
金
・
待
遇

差
別
な
ど
の
改
善
が
緊
急
な
課
題

だ
。

今年 ＯＫＩ創業１３１年

本庄工場設立５０年

最初は６００形

電話機の量産工場

６
５
年
春
に
は
従
業
員

２
千
人
、
平
均
年
齢
が

２
１
歳
の
若
い
工
場


